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出会いと別れの季節出会いと別れの季節
　写真は鞍手インター近くで撮影した河津桜。一足早い２月上　写真は鞍手インター近くで撮影した河津桜。一足早い２月上
旬から３月上旬にかけて開花する早咲きの桜です。子どもたち旬から３月上旬にかけて開花する早咲きの桜です。子どもたち
の卒業を祝うかのようにあたり一面に咲き誇っていました。の卒業を祝うかのようにあたり一面に咲き誇っていました。44AprilApril
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● 令和５年２月時点● 令和６年３月時点

新
庁
舎
等
建
設
工
事
の
近
況

新庁舎等
建設通信 vol. ７

博
物
館
別
館
、
車
庫
棟
に
つ

い
て
は
、
建
屋
工
事
の
大
部
分

が
終
わ
り
、
外
構
工
事
に
取
り

か
か
っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
棟
に
つ
い
て
は
、
内

装
工
事
の
う
ち
、
壁
や
天
井
を

つ
く
る
た
め
の
作
業
に
取
り
か

か
っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
１
月
の
新
庁
舎
オ
ー
プ
ン

を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
工
事
全
体
で
お
よ
そ

50
パ
ー
セ
ン
ト
が
完
成
し
て
い
る
状
況

で
す
。

４
月
以
降
は
、
庁
舎
棟
建
物
の
内
装

仕
上
げ
作
業
に
加
え
、
設
備
機
器
の
取

り
付
け
作
業
に
取
り
か
か
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
次
回
の
新
庁
舎
等
建
設
通
信

で
は
そ
の
様
子
を
ご
報
告
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
現
在
の
役
場
庁
舎

が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し

た
と
き
に
崩
壊
の
危
険
性
が
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
役
場
庁
舎

の
建
替
え
と
周
辺
施
設
整
備
を

行
う
「
新
庁
舎
等
建
設
事
業
」

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

役
場
の
移
転
が
完
了
す
る
ま

で
、
工
事
の
状
況
な
ど
を
随
時

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

● 問い合わせ
役場管財課 庁舎等建設推進係
☎（42）2111 まで

博物館 博物館

中央公民館　中央公民館

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
新
庁
舎
の
設
計
と
工

事
監
理
の
総
括
を
し
て
い
る
篠
原
で
す
。
早

速
で
す
が
、
一
般
的
な
建
物
と
は
異
な
る
特

徴
的
な
庁
舎
の
形
に
「
あ
れ
っ
」
と
思
わ
れ

た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
私
た
ち
は
決
し
て
奇
を
て
ら
っ
て
こ

の
形
を
提
案
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
の
時
代
は
、
環
境
と
と
も
に
あ
る
社

会
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な
大
屋

根
は
、太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

庁
舎
で
日
常
的
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大

部
分
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
自
然
の
風
、
光
、
雨
を
徹
底
的
に
活
用

で
き
る
形
態
で
あ
る
た
め
、
標
準
的
な
庁
舎

と
比
べ
て
４
分
の
１
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
大

屋
根
を
活
か
し
た
２
階
の
半
屋
外
空
間
に

は
、
強
い
日
差
し
を
遮
断
し
、
雨
の
日
の
活

動
を
も
可
能
と
す
る
交
流
の
場
と
し
て
「
く

ら
て
ら
す
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。「『
大
屋

根
』
の
も
と
に
み
ん
な
が
集
う
―
環
境
共

生
庁
舎
」
と
い
う
新
庁
舎
計
画
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
実
現

し
て
い
く
た

め
、
関
係
者

一
丸
と
な
っ

て
最
後
ま
で

熱
量
を
持
っ

て
取
り
組
み

た
い
と
思
い

ま
す
。

株式会社 佐藤総合計画九州オフィス
副代表　篠原  正樹さん

設計・監理チームの皆さん

③庁舎棟　内装施工状況その３①庁舎棟　内装施工状況その１ ②庁舎棟　内装施工状況その２

建設に携わって 編監
・



まちの話題 My Town Topics

Happy birthday to you.

すくすく
日記
４月生まれ

３− 2024. ４

人権意識高揚への尽力を称えて
▶鞍手中学校へ法務省と全国人権擁護委員連合会から感謝状が贈呈
鞍手中学校では、人権尊重の大切さや基本的人権についての理解

を深め、豊かな人権感覚を身に付けることを目的として、毎年「人
権作文のテーマ一覧」を配布しており、日常の家庭生活や学校生活
等の中で得た体験に基づく作文を夏休みの宿題にしています。その
中から選出した作品を「全国中学生人権作文コンテスト」に学校と
して応募しています。この取組が評価され、法務省と全国人権擁護
委員連合会から感謝状が贈呈されました。與古光校長は「これから
も継続して取り組んでいきたい」と生徒たちの人権意識高揚の取組
への意気込みを語ってくれました。

新しい制服姿で臨む卒業式
▶町内小・中学校で卒業式
３月７日に鞍手中学校で、14日に町内の各小学校で卒業式が行わ

れました。写真は古月小学校の様子です。古月小の８人の卒業生た
ちは、ステージ上で卒業証書を受け取った後、一人ひとり将来の夢・
目標を発表。木村校長先生からの「困難にぶつかった時、諦めたり
せずに立ち向かってください」との励ましの言葉を胸に刻み、先生
や保護者への感謝と６年間の学校生活への別れを告げました。卒業
生の晴れ姿を見送った在校生たちは、先輩から受け継いだ伝統を守っ
ていく決意を新たにしていました。
皆さん、卒業おめでとうございます。

舞踊の世界に魅せられて
▶中央公民館で舞踊協会定期公演が開催
３月10日、中央公民館で鞍手町舞踊協会第24回定期公演が開催

されました。公演には４つの団体が出演し、伝統文化である日本舞
踊を見ようとたくさんの人たちが来場。満席となった会場で出演者
の皆さんは、舞踊に合わせた着物を身に着けて日ごろの練習の成果
を存分に発揮していました。美しい所作、扇や手ぬぐいなどの道具
を使った表現と音楽の調和に、観客は時が経つのを忘れるほどに見
とれている様子。演目が終わるたびに惜しみない拍手や声援が送ら
れ、あっという間の３時間となりました。
次回の開催が楽しみですね。

今月は申込みがありませんでした。

広報「すくすく日記」のコーナーでは、発行月に誕生日を迎える満３歳まで
のちびっ子を募集しています。５月生まれは、４月10日（水）までに申し込
んでください。なお、役場まちづくり課まちづくり戦略係窓口で
申請できるほか、『ふくおか電子申請サービス』を使ってインター
ネットからも申込みができます。右の QRコードから入力フォームに
従って必要事項を入力してください。

●問い合わせ  役場まちづくり課まちづくり戦略係まで

▼
お待ちしています

　鞍手　すくすく日記　申請　 検索

↑↑
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鞍
手
町
を
散
策
し
よ
う
!!

～
春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
史
跡
巡
り
～

第
２
弾
を
開
催
し
ま
す

◆

鞍
手
町
教
育
委
員
会

自
然
豊
か
な
鞍
手
町
を
巡
り
な
が
ら
、
心
と
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
コ
ー
ス
途
中
で
は
、博
物
館

学
芸
員
に
よ
る
史
跡
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
す
。ち
ょ
っ
と

し
た
思
い
出
作
り
・
鞍
手
町
に
つ
い
て
学
び
、
知
る
良

い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

５
月
12
日
（
日
）
午
前
８
時
45
分
か
ら
９
時

ま
で
受
付
、
９
時
15
分
出
発
予
定
。

※
予
備
日
と
し
て
５
月
26
日
（
日
）
が
あ
り
ま
す
。

●
集
合
場
所　

鞍
手
町
役
場
正
面
玄
関

●
参
加
料　

１
人
あ
た
り
１
０
０
円
（
保
険
料
込
）

●
コ
ー
ス　

役
場
発
着
の
計
８
ｋ
ｍ
（
古
門
）
コ
ー
ス

●
申
込
み　

▽
期
間
＝
４
月
30
日
（
火
）
ま
で
（
平
日

の
み
）
▽
時
間
＝
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習
係
ま
で

楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す

◆

鞍
手
町
体
育
協
会
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
）

鞍
手
町
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
で
は
、次
の
と

お
り
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
と
き　

６
月
８
日
、22
日
、７
月
13
日
、27
日
、８
月
10

　

日
、24
日
、９
月
28
日
、10
月
12
日
、11
月
９
日
、23
日

（
土
曜
日
・
計
10
回
）。時
間
は
午
後
８
時
か
ら
10
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

町
立
体
育
館

●
参
加
資
格　

18
歳
以
上
の
人

●
参
加
費
用　

保
険
料
の
み

●
持
っ
て
く
る
も
の　

ラ
ケ
ッ
ト
・
シ
ュ
ー
ズ

●
申
込
み　

▽
期
間
＝
４
月
15
日
（
月
）
か
ら
５
月
15

日
（
水
）
ま
で
（
平
日
の
み
）
▽
時
間
＝
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
体
育
協
会
事
務
局
（
鞍
手
町

中
央
公
民
館
内
）
ま
で

鞍
手
町
人
権
子
ど
も
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

◆

鞍
手
町
教
育
課
生
涯
学
習
係

町
で
は
様
々
な
体
験
学
習
や
人
権
学
習
を
行
う
鞍
手

町
人
権
子
ど
も
会
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
鞍
手
町
在
住

の
子
ど
も
た
ち
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

●
鞍
手
中
学
生
人
権
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜

日
。
下
校
時
間
か
ら
午
後
６
時
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
鞍

手
中
学
校
内
▽
対
象
者
＝
鞍
手
中
学
校
生
徒

●
く
ら
て
人
権
な
か
よ
し
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週

水
曜
日
。
下
校
時
間
か
ら
午
後
６
時
30
分
ま
で
▽
と

こ
ろ
＝
舟
川
隣
保
館
▽
対
象
者
＝
新
延
小
・
剣
北
小
・

剣
南
小
・
古
月
小
の
児
童

●
や
ひ
ろ
人
権
な
か
よ
し
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週

金
曜
日
。
下
校
時
間
か
ら
午
後
６
時
30
分
ま
で
▽
と

こ
ろ
＝
八
尋
集
会
所
▽
対
象
者
＝
西
川
小
・
室
木
小

の
児
童

※
事
業
内
容
な
ど
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ  

教
育
課
生
涯
学
習
係
ま
で

介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
お
知
ら
せ

◆

鞍
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
の
事
業
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
住
み
慣
れ
た
鞍
手
町
で
い

つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
と

生
活
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
活
動
や
地
域
の
支

え
合
い
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
、
年
に
1

回
商
品
券
と
交
換
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

次
の
①
、②
、③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

②
介
護
保
険
・
総
合
事
業
対
象
者
の
認
定
が
な
い
人

③
介
護
保
険
料
に
滞
納
が
な
い
人

●
対
象
と
な
る
活
動　

次
の
①
、
②
の
２
つ
の
活
動

①（
セ
ル
フ
サ
ポ
ー
ト
）
自
ら
の
健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
の
た
め
の
支
え
合
い
活
動

②（
地
域
貢
献
サ
ポ
ー
ト
活
動
）
地
域
の
た
め
の
支
え

合
い
活
動

●
ポ
イ
ン
ト
付
与
か
ら
交
換
の
流
れ　

次
の
①
か
ら
④

ま
で
の
順
番
に
従
っ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

①
専
用
の
「
ふ
っ
く
ら
く
ら
て
サ
ポ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト

手
帳
」
を
対
象
事
業
参
加
時
ま
た
は
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
で
受
け
取
る

②
対
象
事
業
の
活
動
に
参
加
し
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る

③
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
３
月
に
申
請

④
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
と
商
品
券
を
後
日
交
換

※
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
、
ポ
イ
ン
ト
の
蓄
積
・
申
請
が

で
き
ま
す
。

※
ポ
イ
ン
ト
の
貯
め
方
や
対
象
と
な
る
活
動
な
ど
、
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

く
ら
て
な
か
よ
し
食
堂
を

開
催
し
ま
し
た

◆

く
ら
て
な
か
よ
し
食
堂 

吉
永

３
月
16
日
、舟
川
隣
保
館
で
く

ら
て
な
か
よ
し
食
堂
を
開
催
し

ま
し
た
。こ
の
食
堂
は
、子
ど
も

も
大
人
も
皆
で
楽
し
く
食
事
を

す
る
場
所
で
す
。今
回
は
、直
方

の
ひ
ろ
は
し
さ
ん
、鞍
手
町
の
エ

ム
ケ
イ
食
品
さ
ん
か
ら
お
肉
を
提
供
い
た
だ
き
、カ
レ
ー

と
か
ら
揚
げ
を
作
り
ま
し
た
。次
回
か
ら
は
、子
ど
も
た

ち
自
ら
料
理
を
作
り
提
供
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
子
ど
も
も
、ど
な
た

で
も
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

く
ら
て
な
か
よ
し
食
堂 
吉
永

 

☎
０
９
０
（
５
４
７
３
）
８
８
８
６
ま
で
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やんぐすぽっと町の未来を担う
小学生を
紹介します

３
年
生
の
夏
休
み
に
料
理
を
始
め
ま
し
た
。

最
初
は
、
包
丁
や
火
な
ど
を
使
わ
な
い
簡
単

な
も
の
か
ら
で
し
た
が
、
次
第
に
親
か
ら
も

許
し
が
出
て
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
挑
戦
。

得
意
料
理
は
ハ
ン
バ
ー
グ
・
肉
ジ
ャ
ガ
で
す
。

将
来
は
海
外
の
コ
ー
ス
料
理
を
出
す
よ
う
な

お
店
を
持
ち
た
い
で
す
。

私の将来の夢は、調理師
免許を取って自分でお店
を出すことです。
昔テレビで、お店の人
が出した料理を食べたお
客さんが笑顔になってい
るのを見て、「自分もいつ
か、自分で作った料理で
お客さんを喜ばせ、笑顔に
したい」と、思うように
なりました。それから私
は、うまく作れるように休
みの日におかし作りをし
たり、お母さんがつかれて
いるときや、ねているとき
は、妹のご飯も作ったりし
ました。ほとんどは失敗
で、時にはあきらめかけた
ときもありました。しか
し、作り続けていると、た
まご焼き、ハンバーグ、肉
ジャガなど、次第にレパー
トリーも増え、家族からも
「おいしい。」「また作って
ね。」といううれしい言葉
をもらうようになりまし
た。私はこれからもいろい
ろな料理づくりにチャレ
ンジし、調理師免許をとっ
て、たくさんの人を笑顔に
したいです。

山
や ま う ち

内 あかりさん
室木小学校　６年生

将来の夢

町の未来を担う小学生は何を考え、何を感じているのでしょうか。
皆さんに語っていただいた将来の夢を隔月でお届けします。

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

◆

鞍
手
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
健
康
こ
ど
も
課
）

ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
、マ
ッ
ト
を
使
っ
て
ゆ
っ
く
り
体
幹
、イ
ン
ナ
ー
マ
ッ

ス
ル
を
鍛
え
る
運
動
で
す
。初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

●
対
象
者　

町
内
在
住
の
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

●
と
き  

５
月
14
日
か
ら
７
月
30
日
ま
で
の
火
曜
日（
６
月
25
日
と
７
月

16
日
を
除
く
全
10
回
）。時
間
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時
45
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
棟

●
定
員　

15
人
（
新
規
の
人
を
優
先
し
ま
す
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
参
品　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
水
分
補
給
の
お
茶
・
タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
貸
し
出
し
ま
す
。

●
申
込
み　

５
月
２
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
申
込

●
問
い
合
わ
せ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
棟
ま
で

フ
ラ
ダ
ン
ス
無
料
体
験
講
座
を

開
催
し
ま
す

◆

カ
・
リ
コ
プ
ア
・
フ
ラ
レ
ア

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
音
楽
で
楽
し
い
踊
り
を

し
ま
す
。
健
康
増
進
に
も
な
る
フ
ラ
ダ
ン

ス
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

料
金
は
無
料
で
、
基
礎
か
ら
お
教
え
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
と
き
　
４
月
23
日
（
火
）、30
日
（
火
）、５
月
７
日（
火
）の
全
３
回
。

時
間
は
午
後
１
時
か
ら
２
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
料
金
　
無
料

●
定
員
　
８
人
（
先
着
順
）

●
問
い
合
わ
せ　

津
留
理
恵
☎
０
９
０（
９
７
９
１
）１
３
３
９
ま
で

作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細
工、陶芸、俳句、短歌など
自慢の一品は、ありません
か。「広報ぎゃらりー」では、
紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品に
ついての 100字以内の感
想もお願いします。役場ま
ちづくり課☎（42）2111
まで、ご連絡ください。

川野 千代子さん
（木洩れ日俳句会）

いつも見ている山
なのに春になると、
あちこちに美しい桜
が浮きあがってきて、
驚かされます。
人の苦しみ、悲し
みを癒すように咲く
桜、今年もありがと
うの声を掛けたくな
ります。

俳句

見
な
れ
た
る
山
に
浮
き
出
る
桜
か
な

手編み

ハート模様のベストです。編
むのがむずかしかったですが、
とても素敵なベストが出来上が
りました。長く編みものをして
いて良かったと思いました。

竹松 孝子さん
（手編み教室）

庭のミモザと丸葉ユーカリ、
水仙の春のリースです。円形
で30cmの大きさです。

広報
ぎゃらりー

リース
森 恵津子さん

（新北）
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／開館時間は午前９時から午後５時まで（１階ロビー・返却窓口は午後９時30分まで）。
／４月の休館日は、３日（水）です。／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください。

国
民I

NFORMATIONBook ほん
大好き

中央公民館図書室☎（42）7200

中央公民館
図書室からの
お知らせです

中でもこの本がオススメです。

山ぎは少し明かりて
著＝辻堂 ゆめ

瑞ノ瀬村に暮らす佳代、千代、三代の三姉
妹は、美しい自然の中をかけまわり元気に暮ら
していた。どんな時も、豊かな自然を讃えた山々
の景色は佳代たちを包み込み、見守ってくれていた。ある
とき、そんな瑞ノ瀬村にダム建設計画の話が浮上する。愛
する村が湖の底に沈んでしまうという。佳代は夫の孝光と
ともに故郷を守ろうと奔走するが ――。

猫のみいちゃんがパンをつくるすがた
は、まるでおすもうさんみたい！

グーパーグーパーきじをこねる。どすこ
いどすこい、おいしくなあれ。

見ると楽しくなってくる、パンやのみいちゃんの朝がは
じまります。

どすこいみいちゃんパンやさん
作＝町田 尚子

今月新しく入りました。
※４月の新刊は、１日（月）からの貸出となります。

　　一般の本
・777 トリプルセブン（著＝伊坂 幸太郎）
・誰かがジョーカーをひく（著＝宇佐美 まこと）
・あのとき売った本、売れた本（著＝小出 和代）
　　子どもの本
・いよいよあしたは（文＝ナターシャ・ウィング）
・わたしたちのケーキのわけかた（作＝キム・ヒョウン）
・やさいのはななんのはな？（構成・文＝宮崎 祥子）

中央公民館内のこどものとしょしつで、子ども
を対象としたお話の会を行います。親子で聞きに来
てみませんか。
●とき　４月20日（土）午前11時から
●ところ　中央公民館（こどものとしょしつ）
●申込期間　４月15日（月）から18日（木）まで。
時間は午前９時から午後５時まで

※参加無料（先着15人）
●問い合わせ　中央公民館まで

子どものお話の会

あたたかいふれあいのひとときを。

ブックスタートブックスタート

ブックスタート。それは、絵本を通して、家庭内で赤ちゃん
と「あたたかい、ふれあいの時間」を持つきっかけを作るた
めの取り組み。どこの家庭でもすぐに絵本を開いて楽しんで
もらいたい。そんな願いを込めて、４か月健診時にすべての
赤ちゃんに同じ絵本が入ったブックスタートパックを差し上
げています。

◉なぜ絵本なの？
　赤ちゃんには「自分は大切な存在である、愛されてい
る存在である」と思える体験が大切だと言われています。
赤ちゃんを抱いて語りかけ、顔を見て、一緒に楽しいひ
とときを過ごす。絵本にはそんな体験を、同時に、そし
て、だれもができる良さがあるのです。

◉赤ちゃんに絵本は早いのでは？
　赤ちゃんにも好きな絵や音、色があるように、絵を見
つめたり指さしたり、読んでくれる人をじっと見つめて
声に耳を傾けたりと、赤ちゃ
んなりの絵本の楽しみ方があ
ります。同じ絵本、同じ絵な
のに、その反応は一人ひとり
さまざま。そんな赤ちゃんの
姿を見ている大人も楽しくな
ります。

◉４月23日は「子ども読書の日」
　中央公民館図書室では、４月23日の「子ども読書の日」
にちなんで、次のとおり「子どものオススメ絵本」を展
示します。普段は手にすることの少ない子どもたちの本。
ぜひこの機会に手にとってみてはいかがですか。（展示
期間中は、展示本の貸し出しはできません）
●とき　４月22日（月）から５月12日（日）まで
●ところ　中央公民館ロビー

Share Books
　大好きな人との時間を絵本で分かち合う。みなさんで
楽しんでみてはいかがですか。



河野前理事長の

調子は
いかが？
くらて病院☎（42）1231

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICEHealth
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河
野 

公
俊
　
こ
う
の 

き
み
と
し

略
歴

昭
和
50
年 

九
州
大
学
医
学
部
卒
業

平
成
26
年 

産
業
医
科
大
学
名
誉
教
授
、
顧
問

医
療
法
人
あ
さ
ひ
松
本
病
院
　
内
科
医
師

地
方
独
立
行
政
法
人
く
ら
て
病
院
前
理
事
長

遺
伝
子
か
ら
み
た 

　
　高
齢
化
社
会
と
老
化
雑
感

日
本
の
高
齢
化
社
会
へ
の
変
貌
は
か
な
り
の

ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
ま
す
。
鞍
手
町
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
全
な
社
会
経
済
の
仕
組
み
の

構
築
に
は
税
金
や
年
金
、
そ
し
て
医
療
シ
ス
テ
ム

の
改
革
が
不
可
避
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
人
間
に
目
を
む
け
て
み
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

個
別
に
人
間
観
察
し
て
い
る
と
、
い
わ
ゆ
る
暦
年

齢
と
生
物
学
的
年
齢
に
開
き
の
あ
る
方
に
よ
く

出
く
わ
し
ま
す
。
そ
こ
で
も
し
生
物
学
的
に
若
く

健
康
な
高
齢
者
を
増
や
し
、
社
会
で
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
様
々
な
高
齢
化
社
会
の
問
題
解

決
の
一
助
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

老
化
っ
て
何
？

老
化
の
原
因
は
様
々
で
す
。
最
近
は
ヒ
ト
遺

伝
子
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
特
殊
な
ウ
イ
ル
ス

遺
伝
子
の
復
活
が
着
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
く
は

活
性
酸
素
も
一
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
酸
素
呼

吸
を
す
る
と
、
活
性
酸
素
が
産
生
さ
れ
、
酸
化
に

よ
り
体
が
錆
び
て
い
く
の
が
老
化
と
い
う
わ
け

で
す
。
細
胞
内
に
は
い
く
つ
か
の
「
錆
び
と
り
シ

ス
テ
ム
」
す
な
わ
ち
錆
の
も
と
に
な
る
活
性
酸
素

を
無
害
な
水
に
か
え
る
抗
酸
化
シ
ス
テ
ム
が
組

み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
老
化
と
癌
化
も
密
接
な
関

わ
り
が
あ
り
ま
す
。
老
化
細
胞
は
細
胞
分
裂
で
き

ま
せ
ん
が
、
が
ん
細
胞
は
活
性
酸
素
を
出
し
な
が

ら
活
発
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
生
に
よ
り
無
限
に
増

殖
し
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
が
ん
細
胞
は
若
い

と
言
え
ま
す
。
同
じ
く
分
裂
可
能
な
正
常
細
胞
と

し
て
幹
細
胞
や
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
も
同
じ
こ
と
が

言
え
ま
す
。
が
ん
細
胞
と
幹
細
胞
や
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

に
は
効
果
的
な
抗
酸
化
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
関
わ
る
様
々
な
抗
酸
化

遺
伝
子
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
っ
て
何
？

個
体
レ
ベ
ル
で
は
老
化
と
脳
機
能
も
気
に
な

り
ま
す
。
な
か
で
も
老
化
に
伴
う
記
憶
力
低
下

や
認
知
症
に
は
皆
さ
ん
が
不
安
に
な
る
よ
う
で

す
。
最
近
の
報
告
で
は
あ
る
２
つ
の
遺
伝
子
の

変
異
や
修
飾
が
海
馬
（
記
憶
を
つ
か
さ
ど
る
脳
の

部
位
）
で
の
記
憶
を
制
御
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

日
々
の
生
活
で
ぼ
け
防
止
な
ど
「
遅
老
」
に
む
け

て
海
馬
の
遺
伝
子
機
能
を
よ
く
す
る
た
め
に
何

ら
か
の
手
が
打
て
る
の
か
は
興
味
が
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
と
病
気
の 
関
係
に
つ
い
て

日
々
の
生
活
習
慣
は
大
き
く
寿
命
に
関
係
し

ま
す
。
例
え
ば
食
生
活
で
す
。
か
な
り
以
前
よ
り
、

「Eat less live long
（
食
事
量
を
減
ら
す
と
長
生

き
す
る
）」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
カ
ロ
リ
ー
制
限

は
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
抗
酸
化
物
質
に
含
ま
れ
る
ア
ミ
ノ
酸

の
グ
リ
シ
ン
が
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
過
食
は
肥
満
の
原
因
で
す
。
新

し
い
味
覚
と
し
て
脂
肪
の
う
ま
み
を
感
じ
る
セ

ン
サ
ー
遺
伝
子
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン

サ
ー
の
感
度
の
高
い
人
は
美
味
し
い
あ
ぶ
ら
を

含
む
食
品
が
ど
う
し
て
も
好
き
に
な
っ
て
過
食

す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
肥
満
の
原
因
の
一
つ
で

あ
る
食
生
活
・
食
行
動
を
改
善
す
る
食
事
指
導

に
、
味
覚
の
個
人
差
を
取
り
上
げ
る
時
代
が
来
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

生
活
リ
ズ
ム
と
病
気
の 

関
係
に
つ
い
て

睡
眠
障
害
や
、
う
つ
病
と
い
っ
た
精
神
疾
患
、

高
血
圧
や
肥
満
な
ど
の
代
謝
性
疾
患
、
癌
な
ど
は

生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
と
の
関
連
性
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
生
活
リ
ズ
ム
も
体
に
あ
る
体
内
時
計

遺
伝
子
に
よ
り
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

疾
病
の
制
御
と
予
防
は
健
全
な
高
齢
化
社
会
の

維
持
に
大
切
で
す
。
個
人
的
に
は
生
活
リ
ズ
ム
の

乱
れ
が
、
が
ん
の
発
症
率
を
上
昇
さ
せ
、
生
存
期

間
も
短
縮
す
る
と
い
っ
た
疫
学
的
報
告
が
気
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
も
あ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
情
報
に
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
確
固
た
る
科
学
に
裏
付
け
さ
れ
た

予
防
医
学
に
関
心
を
も
っ
て
、
高
齢
化
社
会
を
自

ら
支
え
ら
れ
る
健
康
な
高
齢
者
で
い
た
い
も
の

で
す
。
規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
、
体
を
動
か
し

て
い
る
鞍
手
町
の
元
気
な
お
年
寄
り
に
学
ぶ
と

こ
ろ
は
多
く
あ
り
ま
す
。



HealthINFOR
MATION 健康や各種健診

についての
お知らせです

いきいき
健康

だより
総合福祉センター保健棟☎（42）8812

５月から令和６年度の総合健診（特定健診・基本健診・各種がん検診）が始まります。健（検）診項目、日程等
を確認して、ぜひ受診してください。

令和６年度総合健診（特定健診・基本健診・各種がん検診）のお知らせ

個別がん検診（乳がん・大腸がん）のご案内
乳がん、大腸がん検診は「地方独立行政法人くら

て病院」でも受診できます。ただし、令和６年度中
に集団検診で受診する予定がある人は対象外です。
また、乳がん検診は令和５年度に受診した人も対象
外です。
●乳がん検診　▷対象者＝ 40 歳以上の人▷検査内容

＝マンモグラフィ検査（600 円）▷申込み・問い
合わせ＝くらて病院☎（42）1231 まで

※今年度から超音波検査は実施されません。
●大腸がん検診　容器を送付しますので、役場健康

増進係または総合福祉センター保健棟に申込みを
してください。

●集団健（検）診内容・料金　対象者の年齢は、令和
７年３月 31 日時点の年齢です。
健（検）診名 料金 対象者

特定健診 500円 40 歳以上 74歳以下の鞍
手町国民健康保険加入者

基本健診 500円 18 歳以上 39歳以下の人
または生活保護受給者

肝炎ウイルス検診
※過去に未受診の人 300円

18歳以上
胃がん検診 800円

大腸がん検診 300円

肺がん検診
※該当者に喀痰細胞
診（300円）を案内

200円

前立腺がん検診 200円 50歳以上

子宮頸がん検診 400円 20歳以上

乳がん検診
（マンモグラフィ）
※２年に１回の受診

600円 40歳以上

結核検診 無料 65歳以上

※生活保護受給者の人は、健（検）診当日に「診療依
頼書」を提示すれば、健（検）診料は無料です。

４月の乳幼児健診は次のとおりです。対象者には
事前に通知しています。通知が来ていない人はご連
絡ください。

乳幼児健診・相談

健診 と　き 対象児

４か月健診 ４月18日（木） 令和５年 11月 21日から
令和５年 12月 20日生まれ

７か月健診
４月25日（木）

令和５年 ９月 １日から
令和５年 ９月 28日生まれ

12か月健診 令和５年 ４月 １日から
令和５年 ４月 30日生まれ

１歳半健診
４月４日（木）

令和４年 ９月 ８日から
令和４年 10月 ４日生まれ

３歳健診 令和３年 ３月 ８日から
令和３年 ４月 ４日生まれ

とき 子宮・乳 ところ 受付時間

５月13日（月）

総合福祉
センター

午前８時 30
分から20分
単位でご案
内します。

健診の案内
票をご覧の
うえ受診し
てください。

５月14日（火） ○

５月15日（水） ○

６月 ５日（水）

６月 ６日（木） ○

７月 ７日（日） ○

７月 ８日（月）

７月 ９日（火） ○

７月29日（月） ○

※９月以降も秋の健診を行います。
※５月15 日（水）は、託児があります。託児をご希望の

人は予約が必要です。お早めに申し込みください。
●申込書  特定健診対象者と昨年度がん検診受診者

に申込書を郵送します。それ以外に健（検）診を希望
する人は申込書を送付しますのでご連絡ください。

●申込方法　申込書に記入して、同封の返信用封筒
にて希望する健（検）診の１か月前まで
に返送してください。また、右のＱＲ
コードからも申込みできます。

●集団健（検）診日程（春の健診）　日程に○印があ
る日は、子宮・乳がん検診を受診できます。

2024.４−８
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国民年金からの
お知らせです年金の

そこが知りたい
役場保険年金係☎（42）2111

日本に住んでいる20歳以上60歳未満
で、厚生年金保険に加入していない人は
国民年金に加入しなければなりません。
老後の生活保障や障害を負ったときのた
めにも必ず加入手続きをしてください。
A答え私は今年、会社を退職する

予定です。まだ60歳になっ
ていないので国民年金に加
入するように言われたので
すが、必ず加入しなければ
ならないのでしょうか。

Q疑問
こんなときには、
　  　　こんな手続きを

国民年金の加入の種別が変更になったときには忘れずに届け出ましょう。
20 歳以上 60 歳未満で次の表のような場合は変更を届け出てください。

種別 第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

対象者 自営業、学生など
厚生年金や共済組合に

加入している会社員や公務員
第２号被保険者に

扶養されている配偶者

保険料の納め方

納付書や口座振替などにより
個人で納めます
保険料は月額 16,980 円です

（※）

給与から職場の年金制度の保
険料を納めます。国民年金保
険料を個別で納める必要はあ
りません

配偶者の勤務先に届け出てい
れば、自分で保険料を納める
必要はありません

加入手続き
お住まいの市区町村役場また
は年金事務所に届け出ます

勤務先が年金事務所に届け出
ます

配偶者の勤務先が年金事務所
に届け出ます

（※）保険料を納めることが困難な場合、保険料が免除または猶予される制度がありますのでご相談ください。

◆第１号被保険者（自営業・学生など）
こんなとき 変更後の種別 届け出先

会社員・公務員になった 第２号 勤務先
会社員・公務員と結婚し扶養されるよう
になった

第３号 配偶者の勤務先

◆第２号被保険者（会社員・公務員など）
こんなとき 変更後の種別 届け出先

退職した（60 歳未満） 第１号 役場・年金事務所
会社員・公務員と結婚し扶養されるよう
になった

第３号 配偶者の勤務先

◆第３号被保険者（会社員・公務員に扶養されている配偶者）
こんなとき 変更後の種別 届け出先

扶養からはずれた 第１号 役場・年金事務所
配偶者が退職した（60 歳未満） 第１号 役場・年金事務所
配偶者が 65 歳になった 第１号 役場・年金事務所
会社員・公務員になった 第２号 勤務先

●役場での届出に必要なもの
・ 基礎年金番号通知書（年金

手帳）またはマイナンバー
カード（通知カードの場合
は、本人確認書類も必要で
す）

・ 離職票（免除を申請する場
合）

９−2024.４
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後期高齢者医療制度

●保険料額の通知について
▶保険料額の詳細については、７月に送付予定の「令和６年度後期高齢者医療保険料額決定通知書」でお知らせします。

※２：「世帯」とは、４月１日時点の世帯（年度途中で 75 歳になる人、県外から転入された人等はその時点）が基準です。
※３：「軽減対象所得金額」とは、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金の場合は、さらに 15 万円を控除し

て計算します。

※４：社会保険とは、協会けんぽ（全国健康保険協会管掌保険）、組合管掌保険、船員保険、共済組合などのことです。
国民健康保険・国民健康保険組合は該当しません。

※５：均等割額の軽減が所得により７割軽減に該当する人は、７割軽減が優先されます。

▶後期高齢者医療制度に加入する前日まで社会保険（※４）の被扶養者だった人は、均等割額が５割軽減（※５）され
ます（所得割額は、かかりません）。

　軽減後の保険料：年額30,002円

●令和６年度の保険料軽減措置
▶世帯（※２）の所得額等に応じて、均等割額が軽減されます。

均等割額
軽減割合

軽減後の均等割額
（年額）

軽減の基準
（同一世帯内の被保険者及び世帯主の軽減対象所得金額（※３）の合計額で判定）

7割軽減 18,001 円 43万円（基礎控除額）+10万円×（給与所得者等の数－1）以下の人

5割軽減 30,002 円 43万円（基礎控除額）+29.5万円×被保険者数+10万円×（給与所得者等の数－1）以下の人

2割軽減 48,003 円 43万円（基礎控除額）+54.5万円×被保険者数+10万円×（給与所得者等の数－1）以下の人

▶個人ごとの保険料は、加入者全員が同じ金額を負担する「均等割額」と、個人ごとの総所得金額等（※１）　に応じ
て負担する「所得割額」との合計になります。

※１：「総所得金額等」とは、前年中の「公的年金等収入 － 公的年金等控除」、「給与収入 － 給与所得控除」、「事業収入 
－ 必要経費」等の合計額で、各種所得控除前の金額です。

●保険料額の算出方法

＋

所得割額

（ ）－
所得割率
11.83％

総所得
金額等

43万円
（基礎控除額） ×＝ 60,004円（年額）

（10円未満切り捨て）

均等割額保険料額

●令和６・７年度の保険料率が決まりました
▶後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごとに改定されます。新しい保険料率は次のとおりです。

令和４・５年度 令和６・７年度

均等割額 56,435円 60,004円
所得割率 10.54％ 11.83％
賦課限度額 66万円 80万円

※保険料の軽減及び激変緩和措
置については、下記の保険料
軽減措置をご確認ください。

※

問い合わせ　
役場税務保険課保険年金係
☎42-2111（内線201・202）まで

▶令和６・７年度の保険料率改定に係る制度改正の影響をふまえ、低所得者層等の負担増に配慮し、下記の激変緩和措
置が講じられます。詳しい内容については、７月に送付予定の通知書に同封するリーフレットでお知らせします。

所得割率 令和５年中の基礎控除後の総所得金額等が58万円を超えない人の所得割率は、11.02%になります。

賦課限度額
昭和24年３月31日以前に生まれた人、令和７年３月31日までに障害認定により被保険者の資格を
有している人は、73万円になります。
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税
金

相
談

●鞍手町役場 ���（42）2111
FAX ���（42）5693

●中央公民館 ���（42）7200
●教育課 �����（42）7200
●歴史民俗博物館 �（42）3200

（休館中）
●総合福祉センター �（42）8811
●地域包括支援センター �（43）3019
●上下水道課 ���（42）0408
●中央浄水場 ���（42）0417
●くらて病院 ���（42）1231
●鞍寿の里 ����（42）1233
●鞍手駅 �����（42）5563
●社会福祉協議会 �（42）7800
●火災の発生状況 �（32）3211
●防災無線内容確認 �（43）1550

くく
ら
しのの

Calendar
2024
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

☎ 問い合わせ先 ☎

４

情情
報報

今
月
の
納
期
限（
４
月
）

●
固
定
資
産
税
　
第
１
期
分

納
期
限
は
４
月
25
日
（
木
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
税
務
保

険
課
収
納
係
ま
で

納
税
・
納
付
は 

確
実
な
口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
や
保

険
料
は
、
口
座
振
替
に
す
る

と
納
め
忘
れ
が
な
く
て
安
心

で
す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手

続
き
を
す
れ
ば
翌
月
の
納
期

限
か
ら
口
座
振
替
が
で
き
ま

す
。
口
座
振
替
依
頼
書
は
町

内
の
金
融
機
関
や
役
場
税
務

保
険
課
等
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の
　
納
税
（
納

入
）
通
知
書
、
通
帳
、
通

帳
届
出
印

●
取
引
金
融
機
関
　
直
鞍
農

業
協
同
組
合
、福
岡
ひ
び
き

信
用
金
庫
、福
岡
銀
行
、西

日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、ゆ
う

ち
ょ
銀
行

●
振
替
日
　
毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
税
務
保

険
課
収
納
係
ま
で

固
定
資
産
税
の
帳
簿
の 

縦
覧
は
４
月
25
日
ま
で

自
己
の
所
有
す
る
土
地
・

建
物
の
価
格
を
町
内
の
他
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
と
比
較

す
る
た
め
、
土
地
や
家
屋
の

価
格
等
が
記
載
さ
れ
た
縦
覧

帳
簿
を
無
料
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
詳
細
は
次
の
と
お

り
で
す
。
令
和
６
年
度
も
固

定
資
産
税
の
課
税
明
細
書
を

納
税
通
知
書
と
一
緒
に
お
送

り
し
ま
す
。

●
と
き
　
４
月
１
日
（
月
）

か
ら
25
日
（
木
）
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
（
土
・
日
は
除
く
）

●
と
こ
ろ
　
役
場
税
務
保
険

課
課
税
係
窓
口

●
縦
覧
で
き
る
人
　
納
税
義

務
者
、
納
税
義
務
者
の
代

理
人
、
納
税
管
理
人

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
課
税
係
ま
で

補
聴
器
相
談
日

補
聴
器
相
談
が
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談
　
▽
と
き

＝
４
月
５
日（
金
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で（
九
州
補

聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽
と
き

＝
４
月
11
日（
木
）
午
前
11

時
か
ら
正
午
ま
で
（
九
州

リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝
４
月

24
日（
水
）
午
後
１
時
か
ら

２
時
ま
で
（
小
倉
補
聴
器
）

※
役
場
で
の
相
談
は
、受
付
順

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
４
月
４
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
４
時
30
分

ま
で
（
九
州
リ
オ
ン
）
▽

と
き
＝
４
月
23
日
（
火
）

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

▽
と
き
＝
４
月
25
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
あ
そ
う
補
聴
器
）
▽
と
き

＝
５
月
２
日
（
木
）
午
後

２
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
人
権
係
ま
た

は
く
ら
て
病
院
ま
で

心
の
悩
み
相
談
で
き
ま
す

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

福
岡
県
で
は
、
心
の
相
談
、

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
依
存
な

ど
の
依
存
症
に
関
す
る
こ
と
、

引
き
こ
も
り
に
関
す
る
こ
と
、

物
忘
れ
に
関
す
る
こ
と
等
で

不
安
や
悩
み
が
あ
る
人
、
ま

た
そ
の
家
族
や
周
り
の
人
を

対
象
に
、
精
神
科
医
師
や
保

健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
精
神
科
医
師
へ
の
相
談
　

▽
申
込
み
＝
予
約
制
（
相

談
日
の
１
週
間
前
ま
で
）。

相
談
日
時
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
保
健
師
へ
の
相
談
　
▽
電

話
相
談
＝
平
日
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

の
間
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
等
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
▽
面
談
相
談
＝
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
相
談
場
所
　
直
方
総
合
庁

舎
、
飯
塚
総
合
庁
舎

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福

岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
☎
０
９
４
８

（
２
１
）４
８
７
５
ま
で

ト
ラ
ブ
ル
等
で 

お
困
り
の
場
合
は 

無
料
法
律
相
談
へ
ど
う
ぞ

野
中
・
西
村
法
律
事
務
所

の
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
受
付

は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き
　
４
月
10
日
（
水
）
▽

受
付
（
順
番
の
抽
選
）
＝
午

後
０
時
45
分
か
ら
▽
相
談
＝

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

税
等

相
談



ひ
と
り
で
悩
む
前
に
 

心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
。

●
と
き
　
４
月
25
日
（
木
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

歴
史
民
俗
博
物
館 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
小

学
校
で
の
歴
史
体
験
学
習
な

ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
４
月
17
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ
　
歴
史
民
俗

博
物
館
ま
で

図
書
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を 

募
集
し
て
い
ま
す

中
央
公
民
館
図
書
室
で
は
、

本
の
修
繕
や
整
理
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
説
明

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
４
月
17
日
（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民

館
ま
で

令
和
６
年
度
県
政 

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
で
は
、県
の
施
策
や

制
度
な
ど
へ
意
見
・
提
案
を

い
た
だ
く
県
政
モ
ニ
タ
ー
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格  

県
内
在
住
の
18

歳
以
上
の
人
の
う
ち
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
及
び
電
子
メ
ー
ル

の
送
受
信
が
で
き
る
人

（
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議

員
、
常
勤
公
務
員
、
令
和

４
・
５
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー

経
験
者
は
除
く
）

●
募
集
人
員
　
４
０
０
人

●
任
期
　
県
政
モ
ニ
タ
ー
を

委
嘱
す
る
日
か
ら
令
和
７

年
３
月
末
ま
で

●
活
動
内
容
　
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
（
年
６
回
程
度
）、

県
政
へ
の
提
案
（
随
時
）

●
謝
礼
　
活
動
実
績
に
応
じ

た
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
進
呈

（
上
限
３
千
円
）

●
応
募
方
法  

県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限  
５
月
31
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
県

民
情
報
広
報
課
☎
０
９
２

（
６
４
３
）
３
１
０
３
ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人 

自
衛
官
等
採
用
試
験
の 

お
知
ら
せ

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本

部
飯
塚
地
域
事
務
所
で
は
、

次
の
と
お
り
自
衛
官
等
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。

●
第
１
回
予
備
自
衛
官
補
（
一

般
）
▽
受
付
期
限
＝
４
月

11
日
（
木
）
▽
試
験
期
日

＝
４
月
７
日
（
日
）
か
ら

14
日
（
日
）
ま
で
の
い
ず

れ
か
１
日

●
第
１
回
一
般
幹
部
候
補
生

（
一
般
・
飛
行
・
歯
科
・
薬

剤
）　
▽
受
付
期
限
＝
４
月

12
日
（
金
）
▽
試
験
期
日

＝
４
月
20
日
（
土
）

※
海
空
飛
行
要
員
の
み
４
月

21
日
（
日
）
試
験
実
施
。

●
第
１
回
一
般
曹
候
補
生（
１

次
）　
▽
受
付
期
限
＝
５
月

７
日
（
火
）
▽
試
験
期
日

＝
５
月
18
日
（
土
）
か
ら

24
日
（
金
）
ま
で
の
い
ず

れ
か
１
日

※
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本

部
飯
塚
地
域
事
務
所
で
は
、

説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
福
岡

地
方
協
力
本
部
飯
塚
地
域

事
務
所
☎
０
９
４
８（
２
２
）

４
８
４
７
ま
で

統
計
調
査
員
と
し
て 

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

町
で
は
、
各
種
統
計
調
査

に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
登

録
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
登
録
の
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

な
お
、登
録
し
て
も
必
ず
選

任
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

●
登
録
方
法  

登
録
申
請
書
に

写
真
を
貼
っ
て
必
要
事
項

を
記
入
し
、
役
場
ま
ち
づ

く
り
課
へ
提
出

※
登
録
申
請
書
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
役
場

ま
ち
づ
く
り
課
窓
口
に
て

配
布
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
ま
ち

づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
戦

略
係
ま
で

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
棟
の
休
館
日

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
勤
労

者
ふ
れ
あ
い
棟（
体
育
館
）の

４
月
の
休
館
日
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
休
館
日
　
１
日
（
月
）、
８

日
（
月
）、
15
日
（
月
）、

21
日
（
日
）、
22
日
（
月
）、

29
日
（
月
・
祝
）

●
問
い
合
わ
せ
　
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
ま
で

2024.４−12
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お
知
ら
せ

募
集

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん しん かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
『鞍心会員』募集中！！

45

　
休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

●問い合わせ　直鞍急患センター
☎（28）2840 まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

休日
在宅医

直方鞍手医師会ホームページから
ご確認いただけます。

https://chokuan-medical.jp

購入した商品や
サービスに関するトラブルは
消費生活センターへ

直鞍広域消費生活センター
〒822-8501　直方市殿町７番１号
直方市役所５階（商工観光課内）
☎（25）2162
平日8:30～ 12:15、13:00～ 17:00
※相談員が不在の場合もあります。
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全
額
公
費
負
担
で
の 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

ワ
ク
チ
ン
接
種
は 

終
了
し
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
全
額
公
費
負
担
は

３
月
で
終
了
し
ま
し
た
。

４
月
１
日
以
降
は
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
に
秋
・
冬

に
定
期
接
種
を
行
い
ま
す
。
詳

細
は
、広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
健
康
こ

ど
も
課
健
康
増
進
係
ま
で

若
年
者
専
修
学
校
等 

技
能
習
得
金
の
申
込
み
は

５
月
10
日
ま
で
で
す

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

就
学
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に

次
の
と
お
り
技
能
習
得
金
を
貸

与
し
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
人
　
専
修
学
校

及
び
各
種
学
校
に
経
済
的

な
理
由
で
就
学
す
る
こ
と
が

困
難
な
、中
学
校・
高
等
学
校

の
新
規
卒
業
者
及
び
当
該

年
度
の
高
等
学
校
中
退
者

●
受
付
期
限
　
５
月
10
日（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
教

育
課
生
涯
学
習
係
ま
で

障
が
い
の
あ
る
人
の 

タ
ク
シ
ー
初
乗
り
料
金
を

助
成
し
て
い
ま
す

町
で
は
、
障
が
い
が
あ
る

人
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

際
の
初
乗
り
料
金
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
助
成
を
受
け
る

た
め
に
は
、
事
前
申
請
が
必

要
で
す
。

●
対
象
者
　
身
体
障
害
者
手

帳
（
１
級
・
２
級
）、
療
育

手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳（
１
級
・

２
級
）
を
持
っ
て
い
る
在
宅

の
人

●
助
成
内
容
　
ひ
と
月
に
３

枚
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交

付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
人
工

透
析
で
通
院
す
る
人
は
ひ
と

月
に
６
枚
交
付
し
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
　

直
鞍
旅
客
自
動
車
協
同
組
合

ま
た
は
北
九
州
タ
ク
シ
ー
協

会
に
加
盟
し
て
い
る
タ
ク

シ
ー
、叶
え
る
サ
ポ
ー
ト（
福

祉
タ
ク
シ
ー
）、
ワ
ン
ピ
ー

ス
（
福
祉
タ
ク
シ
ー
）、
介

護
タ
ク
シ
ー
こ
こ
ろ
（
福

祉
タ
ク
シ
ー
）、
エ
ル
オ
ー

シ
ー
・
テ
イ
カ
（
福
祉
タ
ク

シ
ー
）、
福
祉
タ
ク
シ
ー
晴

れ
る
や

●
申
請
に
必
要
な
も
の
　
障

害
者
手
帳

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
人
権
係
ま
で

相
続
登
記
が 

義
務
化
さ
れ
ま
し
た

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

不
動
産
の
所
有
者
が
亡
く

な
っ
た
場
合
の
相
続
登
記
の

申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

相
続
に
よ
っ
て
不
動
産
を

取
得
し
た
相
続
人
は
、
そ
の

「
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を

知
っ
た
日
」か
ら
３
年
以
内
に

相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
４
月
１

日
よ
り
前
の
相
続
も
義
務
化

の
対
象
で
す
。
ま
た
、正
当
な

理
由
な
く
義
務
に
違
反
し
た

場
合
、10
万
円
以
下
の
過
料
が

科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
法
務

局
直
方
支
局
☎
（
２
２
）

１
１
４
４
ま
で

空
き
家
は
放
置
せ
ず 

適
切
な
対
処
を

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
令
和
５
年

12
月
13
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
特
定
空

家
に
加
え
て
管
理
不
全
空
家

（
放
置
し
た
場
合
特
定
空
家
に

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
空
家
）

も
自
治
体
か
ら
の
指
導
・
勧

告
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

市
区
町
村
か
ら
の
指
導
に

従
わ
ず
に
、
勧
告
を
受
け
て

し
ま
う
と
住
宅
用
地
特
例
が

解
除
さ
れ
、
固
定
資
産
税
の

軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

空
き
家
の
対
処
に
困
っ
た

ら
、
早
め
に
空
き
家
の
あ
る

市
区
町
村
の
窓
口
、
ま
た
は

不
動
産
・
相
続
な
ど
の
専
門

家
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
ま
ち
づ

く
り
課
安
全
安
心
係
ま
で

鞍
手
町
空
家
バ
ン
ク
に 

ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い

空
家
バ
ン
ク
は
、
空
家
・
空

地
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
人

と
買
い
た
い
・
借
り
た
い
人
を

つ
な
ぐ
事
業
で
す
。

登
録
さ
れ
た
物
件
は
、
順

次
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
ま
す
。
な
お
、登
録
物
件

の
所
在
地
は
利
用
希
望
登
録

さ
れ
た
人
に
の
み
情
報
提
供

し
て
い
ま
す
。
登
録
は
無
料
で

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
ま
ち
づ

く
り
課
ま
ち
づ
く
り
戦
略

係
ま
で

　

のおおがた警警察署だよより

町内の
交通事故
発生状況

直方警察署管内での犯罪発生状況

【２月中】 【累　計】

刑法犯総数 46 件（－ 1） 刑法犯総数 103 件（－ 4）

自転車盗難 2 件（－ 6） 自転車盗難 12 件（－ 1）

空き巣 0 0 件（－ 2） 空き巣 0 5 件（± 0）

【２月中】 【累　計】
件 数 2 件（－ 1） 件 数 8 件（± 0）
死 者 0 人（± 0） 死 者 20 人（± 0）
傷 者 3 人（± 0） 傷 者 12 人（± 0）

（かっこ内は前年比）

● とき　４月 11 日（木）
午前 10 時から午後４時
まで（受付は午後３時
まで）

● ところ　ハピネスなかま
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎ 092（643）3168 まで

巡回
交通事故

相談

（かっこ内は前年比）

「身体障がい者が自ら運転する場合」または
「重度の障がい者もしくは重度の知的障害者が
同乗し、障がい者本人以外の人が運転する場
合」に有料道路の通行料金が割引になる制度
があります。
● 事前登録手続き　障がい者割引を受けるには

役場での事前登録が必要です。申請に必要な
ものは次のとおりです。

　① 障がい者本人の身体障害者手帳または療
育手帳

　② 登録する自動車の自動車車検証（割引の対
象となる自動車には条件があります）

　③ ETC カード（障がい者本人名義のもの）
　④  ETC 車載器の管理番号が確認できる書類

（ETC 車載器セットアップ申込書等）
※ ③、④は ETC 利用での割引の場合のみ必要

です。
※未成年の重度障がい者の場合、親権者の名義

のカードでも対象となることがあります。
● 問い合わせ　西日本高速道路株式会社☎0120
（924）863 または役場福祉人権課福祉人権係
まで

有料道路通行料金の
障がい者割引制度を
ご存じですか

事前登録・更新申請をお忘れなく



危
険
な
空
き
家
の 

解
体
撤
去
費
用
を 

補
助
し
ま
す

町
で
は
、
町
民
の
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
を
図

る
た
め
、
町
内
の
老
朽
危
険

空
家
等
の
解
体
撤
去
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
空
家
　
▽
①
＝

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
第
２
条

第
１
項
に
規
定
す
る
空
家

等
及
び
長
屋
住
宅
で
、
こ

の
空
家
が
倒
壊
等
し
た
場

合
に
人
の
生
命
、
身
体
ま

た
は
財
産
に
被
害
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
の

も
の
（
町
が
建
物
の
調
査
・

判
定
を
行
い
ま
す
）
▽
②

＝
建
築
物
に
所
有
権
以
外

の
権
利
が
設
定
さ
れ
て
い

な
い
も
の

※
要
件
は
そ
の
ほ
か
に
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
者  

補
助
対
象
空

家
の
所
有
者
等
で
、
町
税

及
び
公
共
料
金
等
の
滞
納

が
な
く
、
暴
力
団
員
と
密

接
な
関
係
を
有
し
な
い
人

●
補
助
金
額
　
補
助
対
象
と

な
る
経
費
の
２
分
の
１
以

内
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

で
最
大
50
万
円

●
交
付
申
請
　
４
月
１
日

（
月
）
か
ら
役
場
ま
ち
づ
く

り
課
安
全
安
心
係
窓
口
で

受
付
を
開
始
し
ま
す
（
予

算
の
上
限
に
達
し
次
第
、

受
付
を
終
了
し
ま
す
）。

●
注
意
事
項
　
申
請
前
に
施

工
業
者
と
契
約
ま
た
は
工

事
に
着
手
し
て
い
る
場
合

は
補
助
対
象
外
で
す
。
ま

た
、
空
き
家
の
解
体
・
撤

去
に
伴
い
、
翌
年
度
以
降

の
土
地
に
対
す
る
固
定
資

産
税
が
増
額
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
ま
ち
づ

く
り
課
安
全
安
心
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に 

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん 

こ
ん
な
と
き
は 

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

外
来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。

も
し
、
入
院
や
高
額
な
外

来
診
療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
交
付
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認

定
証
は
国
民
健
康
保
険
税
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
申
請
場
所
　
役
場
税
務
保

険
課
保
険
年
金
係
窓
口

くらしの情報

2024.４−14

●取得できるもの

役場に行く手間が省ける!!
住民票など各種証明書を
コンビニで取得できます
　マイナンバーカードを使って、コンビニのマルチコ
ピー機で、住民票の写しや所得課税証明書等が取得で
きます。申請書を記入、役場閉庁時間にも一部証明書を
取得できる便利なサービスです。ぜひご利用ください。

証明書 請求範囲 利用条件 利用可能時間 手数料
住民票の
写し

本人または
同一世帯の人

町に住民登録
がある

毎日
午前６時30分
から
午後11時まで 300 円

印鑑登録
証明書

本人のみ

町に印鑑登録
をしている

所得課税
証明書

１月１日時点
と現在も住民
登録がある

戸籍附票
の写し

本人または
同一戸籍の人

本籍地が
鞍手町にある

平日の
午前８時30分
から
午後５時15分
まで

戸籍全部
（個人）
事項証明書

450 円

※ 12 月 29 日～１月３日及びメンテナンス日は除く。
※証明の発行には、利用者証明用電子証明書（４桁の暗

証番号）を搭載したマイナンバーカードが必要です。
※マイナンバーカードの暗証番号は、３回連続で間違

えるとロックがかかります。
※間違えて発行された場合、交換・返金できません。

証明書 注意事項

住民票の写し

▷  発行できるのは、本人または同じ世帯の
人の住民票の写し（全員分もしくは一部）
です。転出予定の人の分は発行できません。

▷  住民票コードやマイナンバーを記載する
ことはできません。記載希望の場合は、
窓口にお越しください。

▷  住所変更や戸籍の届けがなされた場合
は、すぐに届出内容は反映されません。

印鑑登録証明書
▷  発行できるのは、本人のものに限ります。

転出予定の人の分は発行できません。

所得課税証明書

▷ 発行できるのは、現年度分のみです。
▷  発行できるのは、本人のものに限ります。

転出予定の人の分は発行できません。
▷  非課税証明書や納税証明書等、税に関

するそのほかの証明書は、発行できま
せん。

戸籍附票の写し
▷  発行できるのは、申請者の最新の戸籍附票

です。除籍された戸籍附票は発行できません。

戸籍全部（個人）
事項証明書

▷  発行できるのは、申請者の最新の戸籍です。
除籍された戸籍は発行できません。

問い合わせ　
▷住民票、印鑑登録証明書、戸籍＝役場住民環境課住民

係まで
▷所得課税証明書＝役場税務保険課収納係まで詳細はこちらから

●証明書についての注意事項

町では、自衛隊法等に基づき自衛隊に対し、その年度に 18 歳、
22 歳になる人の自衛官及び自衛官候補生の募集に関し必要と
なる情報を提供しています。

自衛隊への個人情報の提供を望まない場合は、本人等が除
外申請の手続きをすることで、自衛隊へ提供する情報から対
象者の情報を除外します。
●対象者　▷①＝鞍手町に住民登録している令和６年度に 18 歳

になる人▷②＝鞍手町に住民登録している令和６年度に 22 歳
になる人

●受付期間　４月１日（月）から５月 31 日（金）まで（必着）。
時間は午前８時 30 分から午後５時 15 分まで（土・日・祝日
を除く）

●提出先　役場住民環境課住民係
※詳細は、右の QR コードからご確認ください。
●問い合わせ　役場住民環境課住民係まで

自衛官募集事務に係る自衛官募集事務に係る
対象者情報の提供について対象者情報の提供について



●
申
請
に
必
要
な
も
の
　
国

民
健
康
保
険
証
・
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
で
、
過

去
一
年
間
に
90
日
を
超
え

る
入
院
が
あ
っ
た
人
は
、

入
院
期
間
が
確
認
で
き
る

書
類
（
領
収
書
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
保
険
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら 

社
会
保
険
へ
加
入 

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
遅
れ
る
と
後
で
医

療
費
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
保
険
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に 

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん 

交
通
事
故
な
ど
で 

け
が
を
し
た
と
き
は 

必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
交
通
事
故
や
け
ん
か
な
ど

第
三
者
行
為
に
よ
っ
て
け
が

を
し
た
場
合
は
、す
ぐ
に
警
察

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。そ
の

後
、国
民
健
康
保
険
を
使
っ
て

診
療
を
受
け
る
場
合
は
、必
ず

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
な
い
ま
ま
診
療
を
受

け
た
場
合
、国
民
健
康
保
険
が

使
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
保
険
年
金
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
75
歳

以
上
の
人
が
加
入
す
る
保
険

で
す
が
、一
定
の
障
が
い
が
あ

る
65
歳
以
上
の
人
も
申
請
す

る
と
加
入
で
き
ま
す
。ま
た
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
や
３
割

負
担（
一
部
）の
場
合
、入
院
や

高
額
な
外
来
診
療
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
で
済
む
認
定

証
を
発
行
し
ま
す
。詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
保
険
年
金
係
ま
で

ご
み
の
不
法
投
棄 

ポ
イ
捨
て
は
犯
罪
で
す

不
法
投
棄
と
は
、廃
棄
物
を

適
正
に
処
理
せ
ず
道
路
や
空

き
地
等
に
捨
て
る
行
為
で
す
。

町
で
は
、
人
目
に
つ
き
に

く
い
場
所
な
ど
に
不
法
投
棄

が
発
生
し
て
お
り
、
啓
発
看

板
の
設
置
や
警
察
と
連
携
し

て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど

不
法
投
棄
の
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民

環
境
課
環
境
係
ま
で

ル
ー
ル
を
守
ろ
う
� 

野
焼
き
は
法
律
で 

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

「
野
焼
き
」
と
は
、
家
庭
ご

み
や
せ
ん
定
し
た
枝
な
ど
を

屋
外
で
焼
却
す
る
こ
と
で
す
。

野
焼
き
は
、「
廃
棄
物
の
不

適
正
な
処
理
の
防
止
」、「
周

辺
地
域
の
生
活
環
境
に
与
え

る
影
響
」
か
ら
原
則
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
罰
則
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。

近
隣
に
住
む
人
へ
迷
惑
を

か
け
な
い
た
め
に
も
野
焼
き

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民

環
境
課
環
境
係
ま
で

い
た
ず
ら
イ
ノ
シ
シ
を 

退
治
し
ま
す

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
は
、
年
々
増
え
続
け

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
町
で
は
、
猟
友

会
の
協
力
を
得
て
イ
ノ
シ
シ

の
駆
除
を
し
て
い
ま
す
。
期

間
中
は
、
日
の
出
か
ら
日
の

入
り
ま
で
猟
犬
と
猟
銃
を

使
っ
て
駆
除
を
し
ま
す
の
で
、

山
に
入
る
と
き
は
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
駆
除
期
間
　
４
月
１
日

（
月
）か
ら
令
和
７
年
３
月

31
日
（
月
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
産
業

振
興
課
農
業
振
興
係
ま
で

４
月
は
20
歳
未
満 

飲
酒
防
止
強
調
月
間
で
す

国
税
庁
で
は
、
20
歳
未
満

の
者
に
よ
る
飲
酒
の
防
止
や

酒
類
の
適
正
な
販
売
管
理
・

適
正
飲
酒
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
民

法
の
成
年
年
齢
は
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、お
酒

に
関
す
る
年
齢
制
限
は
20
歳

の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

心
身
の
健
全
な
成
長
の
た
め

に
も
お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て

か
ら
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
博
多
税
務

署
酒
類
指
導
官
☎
０
９
２

（
６
４
１
）
８
１
３
１
ま
で

15−2024.４

くらしの情報

とき ところ

４
月
９
日
（
火
）

　 9：20 ～ 9：35
　 9：45 ～ 9：55
　10：05 ～ 10：20
　10：30 ～ 10：45
　10：55 ～ 11：05
　11：15 ～ 11：25

新延古賀剣神社
泉水公民館
くらじの郷
高見団地入口
神崎公民館
古門公民館

　 13：00 ～ 13：20
　 13：30 ～ 13：40
　 13：50 ～ 14：00
　 14：10 ～ 14：20
　 14：30 ～ 14：45

新北公民館
八尋集会所
八尋神田公民館
神田公民館
室木公民館

４
月
25
日
（
木
）

　 9：20 ～ 9：35
　 9：45 ～ 9：55
　10：05 ～ 10：20
　10：30 ～ 10：45
　10：55 ～ 11：05
　11：15 ～ 11：25

中山本村公民館
上新橋公民館
小牧公民館
大池公民館
本町公民館
城ヶ崎公民館

　 13：00 ～ 13：10
　 13：20 ～ 13：35
　 13：45 ～ 14：05
　 14：15 ～ 14：25

上木月公民館
木月公民館
弥生公民館
中山西区公民館

４
月
26
日
（
金
）

　 9：20 ～ 9：30
　 9：40 ～ 9：50
　10：00 ～ 10：10
　10：20 ～ 10：35
　10：45 ～ 10：55
　11：05 ～ 11：25

猪倉公民館
中山北区公民館
中山南区公民館
い牟田公民館
昭和通り公民館
役場車庫前

狂犬病予防注射のお知らせ
令和６年度の狂犬病予防注射がはじまります。注射
の日時と場所は次のとおりです。集合予防注射を利
用せずにかかりつけの獣医師から予防注射を受けた
場合は、役場環境係で「注射済票」の交付を受けて
ください。この場合、かかりつけ獣医師が発行する「狂
犬病予防注射済証」と手数料550円が必要です。
●持ってくるもの　問診票（事前に配布しています。
また、新規登録の犬の場合は注射日当日に問診票
をお渡しします。）

●料金　▷注射のみ＝ 3,150 円▷新規登録＋注射＝
6,150 円

●問い合わせ　役場住民環境課環境係まで



広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

●２月の人の動き

令和６年４月号  No.772

（令和６年２月 29 日現在）

編集●広報委員会
発行●鞍手町

４月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 月

2 火

3 水

4 木 １歳半健診、３歳健診（総合福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、11ページ参照）

5 金 補聴器相談（役場：13時～14時、11ページ参照）

6 土

7 日

8 月

9 火 狂犬病予防注射（15ページ参照）

10 水 無料法律相談（総合福祉センター：13時～16時、11ページ参照）

11 木 補聴器相談（役場：11時～12時、11ページ参照）

12 金

13 土

14 日

15 月

16 火

17 水
歴史民俗博物館ボランティア説明会（歴史民俗博物館：10時～、12
ページ参照）
図書室ボランティア説明会（中央公民館：11時～、12ページ参照）

18 木 ４か月健診（総合福祉センター、８ページ参照）

19 金

20 土 子どものお話の会（中央公民館：11時～、６ページ参照）

21 日

22 月

23 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時、11ページ参照）

24 水 補聴器相談（役場：13時～14時、11ページ参照）

25 木

７か月健診、12か月健診（総合福祉センター、８ページ参照）
固定資産税（第１期分）納期限（11ページ参照）
固定資産税帳簿縦覧期限（11ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、11ページ参照）
心配ごと相談（総合福祉センター：13時～15時、12ページ参照）
狂犬病予防注射（15ページ参照）

26 金 狂犬病予防注射（15ページ参照）

27 土

28 日

29 月 昭和の日

30 火

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話　0949（42）2111／ファックス　0949（42）5693
■鞍手町ホームページアドレス
　 https://www.town.kurate.lg.jp
■鞍手町フェイスブックアドレス
　 https://ja-jp.facebook.com/town.kurate
■鞍手町 LINE 公式アカウント　@kurate

FUKUOKA

KURATE  TOWN

元気が出る

献立

■作り方
① ほうれん草は塩ゆで（分量外）し、冷水にさらす。水け

をしっかりしぼり、細かく刻む。しょうがとねぎはみじ
ん切りにする。赤唐辛子は輪切りにする。

② 鍋にごま油、Ⓐを熱してひき肉を炒める。Ⓑを加え、煮
立ったらⒸでとろみをつけ、ほうれん草を加えて炒める。

③ 器にごはんを盛り、②をかける。
④ お好みでラー油をかける。

テーマ
「食物繊維を摂りましょう」

食物繊維のはたらき

※一日の摂取目標量は男性20g以上、女性 18g以上です。
食物繊維が豊富な野菜、芋類、きのこ類、海藻類、豆
類などを毎食欠かさず食べることが大切です。

食進会おススメのメニューです

【マーボーほうれん草丼】
■材料（６人分）
ほうれん草（600g）、豚ひき肉（300g）、
ごま油（大さじ1）、Ⓐ【しょうが（10g）、
ねぎ（10g）、赤唐辛子（1 ～ 2 本）、
粉山椒（小さじ1と1/2）、こしょう（小
さじ 1）】、Ⓑ【酒（大さじ 3）、みそ（大
さじ 3）、砂糖（大さじ 1 と 1/2）、しょ
うゆ（大さじ 1）、水（600ml）】、Ⓒ【片
栗粉（大さじ 2）、水（大さじ 2）】、ラー油（お好みで）（適量）、
ごはん（180g×6）

■作り方
① えのきとしいたけは石づきを取り、えのきは 3 等分の長

さに、しいたけは薄切りにする。しめじは小房に分ける。
しょうがはせん切りにする。

② 鶏もも肉は細切りにする。
③ 鍋に鶏もも肉、きのこ類、しょうが、水、コンソメを加

えて中火にかける。
④ 鶏もも肉に火が通ったらもやしを加え、しょうゆを回し

入れる。最後にごま油を加えて混ぜる。

【きのこのスープ】
■材料（６人分）
鶏もも肉（150g）、もやし（360g）、
えのき（150g）、しいたけ（150g）、
しめじ（150g）、しょうが（6g）、水

（720ml）、コンソメ（顆粒）（小さじ2）、
しょうゆ（小さじ 2）、ごま油（大さ
じ 1/2）

水溶性食物繊維
・血糖値上昇の抑制
・血中コレステロールの
低下作用

・高血圧の予防

不溶性食物繊維
・便秘の予防、解消
・腸の病気を予防

など

・出生 1 人
・死亡 19 人
・転入 42 人
・転出 46 人

・人口 14,966 人（-22）
・男性 7,118 人（-11）
・女性 7,848 人（-11）
・世帯数 7,430世帯（-12）

（　）内は前月比


